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１．「課外⾃主活動団体助成制度」とは︖
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【 課外⾃主活動は 正課と共に
学⽣の「学びと成⻑の場」 (※1) 】

〇 ⾃主的で主体的な活動は学⽣⽂化の発展につながり、
活動を通して培った総合的⼈間⼒は、卒業後に社会で
活躍する原動⼒。

〇 課外⾃主活動での⾃⼰実現や所属団体の⽬標や⽬的
を達成する為の取り組みは重要。多くの⼈（学⽣、校友、
⽗⺟、地域等）に⽀持され応援される内容と⽔準が求め
られる。

(※1) 次のページの本学 「学⽣育成⽬標」 を確認してください︕



１．「課外⾃主活動団体助成制度」とは︖
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【 ⽴命館⼤学 「学⽣育成⽬標」 ※⼀部省略 】
（前略）⽴命館⼤学では、多様なバックグランドや個性を持つ
学⽣達が、「Creating a Future Beyond Borders⾃分を超え
る、未来をつくる」ことができる主体として学び成⻑していくことを
（中略）⽀援しています。

正課・課外など学⽣⽣活全体を通じて、「学びのコミュニティ」の
中で相互に学び合い、切磋琢磨し、学部卒業時に次のような
ことができる学⽣の育成を⽬指しています。
※次のページに続きます。



１．「課外⾃主活動団体助成制度」とは︖
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【 ⽴命館⼤学 「学⽣育成⽬標」 ※⼀部省略 】
(1) 多様な価値を尊重し、他者との対話と協働を重視し、

「平和と⺠主主義」の価値観に裏打ちされた⾃律的な思考
と⾏動ができる

(2) 幅広い教養と専⾨性を有し、グローバルとローカルの視点を
備え、既存の枠組みや境界を超えた「⾃由」で「清新」な
思考と⾏動で問題発⾒・解決ができる

(3) ⾃⼰を理解し、⾃らの役割や課題を踏まえた責任ある思考
と⾏動ができる

(4) 「未来を信じ、未来に⽣きる」⾼い志を持ち、⽣涯にわたって
学び、⾏動し続けることができる



１．「課外⾃主活動団体助成制度」とは︖
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以上を踏まえ、本学では 「課外⾃主活動⽀援」 を実施

☞ 1999年度全学協議会での学⽣と⼤学の協議を経て、
学⽣の多様で⾼度な「学びと成⻑」を励まし、⽀援
する⽬的に整備。

※ その時々の社会背景や学⽣実態に応じた制度として、
改編・改⾰を実施してきた。

☞ 助成採⽤団体は本制度の趣旨の⼗分な理解、他の
学⽣の模範となる活動が求められる。



１．「課外⾃主活動団体助成制度」とは︖
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「課外⾃主活動団体⽀援」と
「⾃主的な学び⽀援（＝正課以外の学びに⾃主的
に取り組む個⼈・集団向け）」
の2種類があります。
これらは、課外活動を通じて学⽣の皆さん
が
です︕

本助成は「課外⾃主活動団体⽀援」です。

成⻑することを期待して設⽴した制度
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２．「基盤活動助成」と「プロジェクト助成」の違い

課外⾃主活動団体が⽬標を達成するうえで必要と
なる⽇常の活動基盤を助成する制度

（※毎年⾏うような活動）

基盤活動助成

プロジェクト助成
各団体の活動内容を活かし、本学における
課外⾃主活動の⾼度化と活性化を促進する活動に
積極的にチャレンジする団体を⽀援する制度
（※毎年⾏う活動とは異なる活動）
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２．「基盤活動助成」と「プロジェクト助成」の違い

基盤活動助成

プロジェクト助成
学友会中央常任委員会・各本部、学友会各学部⾃治会または⾃治委員会内の各種
委員会、学友会中央事業団体（新聞社、放送局、体育会の各団体等）、全学⾃治
会学術部の各種団体、全学⾃治会学芸総部の各種団体、学友会中央任意団体、

、その他学⽣部⻑が認めた団体（学部プロジェクト団体など）

◆対象団体について

学友会中央常任委員会・各本部、学友会各学部⾃治会または⾃治委員会内の各種
委員会、学友会中央事業団体（新聞社、放送局、体育会の各団体等）、全学⾃治
会学術部の各種団体、全学⾃治会学芸総部の各種団体、学友会中央任意団体、
その他学⽣部⻑が認めた団体（学部プロジェクト団体など）、

学友会登録団体

学友会登録団体
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プロジェクトにチャレンジすることで、
団体の⾼度化と活性化を⽬指します︕

３．「プロジェクト助成」について
◆募集プロジェクト

⾼⼤連携・交流

組織課題

国際交流

地域社会貢献
それぞれのテーマにつき１企画のみ出願できます。
１団体最⼤４テーマ出願可能。ただし、同⼀内容のプロジェクト
を複数のテーマに分けて出願することはできません︕
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３．「プロジェクト助成」について

⾼校教員および ⾼校⽣との連携事業で、
⼤学（特に本学）進学を⾒据えた⾼校⽣の
「学び」や「挑戦」を動機づけると共に学⽣
の学びと成⻑に資する事業。また⼤学⽣
⾃⾝の成⻑に資する機会となるもの。

当該団体が有する知識・スキル、⼈材、 施設
等の資源を活⽤し、当該団体が主体的・能動
的に地域社会の課題に取り組み、地域社
会や活動分野の活性化を図ることを⽬的
とした国内における事業

国際交流・貢献事業であり、活動分野の
活性化につながる事業（国際⼤会や代
表合宿の参加のみが⽬的のものは不可）
。活動場所の国内外を問わない。

当該団体が⽬標の達成を⽬指す上で、組織
が抱える課題を明確にし、その解決に取
り組む事業。
※毎年実施される合宿などの【通常の年
間活動の範囲内】であるのもは対象外。

⾼⼤連携・交流 国際交流・貢献

地域社会貢献 組織課題
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4．活⽤事例

附属校との連携企画として、トップアスリ
ートを招聘し、学⽣・⽣徒の技術⼒の向
上につなげる。また、⾼⼤⼀貫した強化
や交流を促進し、⻑期的なチーム強化に
つなげる事業。

プロチームの元監督を指導者として招聘
し、滋賀県内の⾼校⽣チームやジュニア
チームと合同で練習会を開催する事業。

世界トップレベルの韓国の⼤学⽣と実践
的な練習に取り組み、技術的なレベルア
ップを図るための合同合宿事業。

フィジカル⾯に課題を抱えていたため、プロ
のストレングスコーチを招聘し、当たり負け
しない⾝体作りを専⾨的に⾏う事業。

スポーツ

⾼⼤連携・交流 国際交流・貢献

地域社会貢献 組織課題
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4．活⽤事例

⾼校⽣が⼤学まで来学し、⾼校の学び
の復習を指導するだけでなく、⼤学の授
業の雰囲気を体験してもらう事業。

地域の⼩学⽣に向けた⼯作教室や体験
イベントを主催して、ロボットの魅⼒を⼦
供たちに伝える事業。

英国を訪問し、⼈前で話す英語マナー、
論理的思考⼒等のディベート技術を向
上させることで、団体で実施するセミナー
の質向上や全国⼤会での上位⼊賞につ
なげる事業。

部員間の技術格差をなくすため、選抜メ
ンバーだけでなく、より多くの部員が他⼤
学合同の強化合宿や練習会に参加する
ことで、本番と似た環境を経験し、クラブ
の強化につなげる事業。

⽂芸

⾼⼤連携・交流 国際交流・貢献

地域社会貢献 組織課題

※合宿等、例年⾏う団体の基盤的な活動は、プロジェクト助成ではなく、
「基盤活動助成」を活⽤してください。
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5．留意点について①

過年度（2017年度以降）にプロジェクト助成⾦へ同じテーマで
申請されたプロジェクト助成⾦を受給している団体は、再出願する
ことができません。ただし、次のいずれかを満たす場合、再出願する
ことができます。

留意点︓過年度と同じテーマでの出願はできません︕

①過去に受給したときの⽬標および計画とは異なる⽬標
および計画を有する場合

②過去に受給したときの⽬標および計画を踏まえて現状分析
と課題を抽出し、より⾼度な課題に取り組む場合
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５．留意点②（新型コロナウィルス関連）
新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌のため、以下の点について
注意してください︕

出願時点で 活動再開が認められていない団体も出願可能。

ただし、助成対象となる活動の実施までに活動再開が認めら
れていることが条件となる。

➤ 課外⾃主活動再開が認められるためには、本学の新型コロナウィルス感染拡⼤
に対する⾏動指針（BCP）に基づき、学⽣部への事前相談フォームの内容審査、
団体へのヒアリング、⾯談等、複数のプロセスを経て承認されから、初めて再開と
なる [2020年6⽉上旬時点] ため、⼀定の時間を要します。

➤ 課外⾃主活動再開と本助成⾦の審査が重なって実施される可能性もあります。
➤ 新型コロナ感染拡⼤防⽌策やコロナ禍における新しい⽣活様式などは、双⽅の

審査で確認される点になりますので留意してください。
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５．留意点②（新型コロナウィルス関連）
新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌のため、以下の点について
注意してください︕

助成決定の場合も、活動時期の新型コロナウィルス感染拡⼤
状況により、本学の⾏動指針（BCP）に基づき、当該活動の中⽌・
⾃粛 を求める場合がある。

中⽌や⾃粛となった活動（プロジェクト全体、もしくはその⼀部）は 、
助成対象とならない。

「新型コロナウィルス感染拡⼤防⽌」や「コロナ禍の新しい⽣活
様式への対応」も審査対象。
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５．留意点②（新型コロナウィルス関連）
新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌のため、以下の点について
注意してください︕

キャンパスに来なくても、質問・申請・⾯接対応可能
（ ※ 窓⼝での対応不可）

WEBやメール上のコミュニケーションが多くなるため、
学⽣部からの返信や連絡等は時間を要する可能性有。連絡
から3授業⽇以内が対応⽬安。

「募集説明動画掲載時期」、「出願期間」、「採⽤発表・説明会」等の
各スケジュールの延⻑・延期や再募集の可能性有。
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５．留意点③（出願について）
＜WEB申請>(⼀部団体はあわせて＜メール申請＞)が必須

（１）WEB申請＜必須＞ 【締切】2020年6⽉26⽇（⾦）17時
右記2次元バーコードからHP「⽴命館⼤学奨学⾦・助成⾦
ページ」 にアクセス。
➤必要事項（共通項⽬＋申請希望費⽬項⽬）⼊⼒。

【 注意事項 】
★ WEB申込は各団体⼀度しかできません。
★ 上記WEBページに下書⽤ WEB申込フォーム（Word）をアップしています。

当該フォームを活⽤し、必ず各団体で内容を下書きの上、WEB申請してください。
また、下書き内容は記録として、各団体にて必ず⼤切に保管してください。
【 質問／出願メールアドレス 】
（ 体育会 ）bkcsport@st.ritsumei.ac.jp
（体育会以外）bungei@st.ritsumei.ac.jp

◆ 出願時に必要はキーワードは 「学⽣育成⽬標」 ◆
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５．留意点③（出願について）
＜WEB申請>(⼀部団体はあわせて＜メール申請＞)が必須

（２）メール申請 <教職員の部⻑・副部⻑・顧問の配置団体のみ対象>
「部⻑・副部⻑・顧問 推薦書」 の提出
【 締切 】 2020年6⽉19⽇（⾦）17時
※ 申請フォーマットは⽴命館奨学⾦・助成⾦HPに掲載

＜右記２次元バーコード参照＞
【 注意事項 】
★ 提出は学⽣団体からでなく、教職員の部⻑・副部⻑・顧問が、ご本⼈の
＜学内メールアドレス＞から下記＜質問/出願 メールアドレス＞へ申請ください。
※ 京北プロジェクト・法交渉学研究会は、顧問に加え学部⻑（学部ご担当者）の推薦

⽂が必要。
※ 部⻑・副部⻑・顧問配置有無や連絡先が不明な場合、学⽣部に問い合わせください。
【 質問／出願メールアドレス 】
（ 体育会 ） bkcsport@st.ritsumei.ac.jp
（体育会以外）bungei@st.ritsumei.ac.jp
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５．留意点③（出願について）
＜WEB申請>(⼀部団体はあわせて＜メール申請＞)が必須

（3）注意点
★学⽣部からの2種類の申込完了メール（推薦書不要の場合は1種類）

返信（登録から3授業⽇以内）でWEB／メール申込完了です。
申込完了メールを未受信の場合、 申込完了していませんのでご注意ください。

★申請すべき内容が１つでも⾜りない場合は、申込完了とみなしません。
★例年、締切間際の出願が数多くあります。慌てて出願したことで⼊⼒操作を誤り、

申込未完了となった場合、当該事実を確認できるタイミングは締切の数⽇後（申込
完了メールが届かない事に気づく頃）になります。くれぐれも計画的に出願してください。

【 質問／出願メールアドレス 】
（ 体育会 ）bkcsport@st.ritsumei.ac.jp
（体育会以外）bungei@st.ritsumei.ac.jp



21

５．留意点③（出願について）
＜WEB申請>(⼀部団体はあわせて＜メール申請＞)が必須

（４）⾯接
⼿続きキャンパス問わず、全てオンラインにて実施します。
⾯接時間は約20分。時間等の詳細は後⽇、出願書類記載
の連絡先担当者へmanaba+Rでお知らせします。
【 ⾯接員への提⽰可能資料 】 Ａ４サイズ（PDF）・最⼤6枚

（５）採⽤説明会
⼿続きキャンパス問わず、全てオンラインにて実施します。

【 質問／出願メールアドレス 】
（ 体育会 ）bkcsport@st.ritsumei.ac.jp
（体育会以外）bungei@st.ritsumei.ac.jp
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６．成果報告について

助成対象となった団体は、助成を受けるために、以下に定める事項を⾏わなければなりま
せん。

（３）活動終了後に活動経費に係る領収書（団体名のものに限る）その他の証憑を
提出し、確認を受けること。

（４）前号の確認の結果、助成を受けた助成⾦額に残額がある場合は、本⼤学に
戻⼊すること。

★助成対象団体の義務（募集要項より）

2017年度採⽤団体はポスターを作成、OICにて2018年5⽉「いばらき×⽴命
館DAY」で成果発表を⾏いました。2020年度の受給団体にも2021年2⽉
に成果発表を求める予定です。

（１）成果報告書を提出すること。
（２）本⼤学から求められた場合は、ポスター等を作成して

成果発表を⾏うこと。



内 容 ⽇ 時
募集要項・願書を
HPからダウンロード

HPに掲載されています。

出願期間 6⽉22⽇（⽉）〜6⽉26⽇（⾦）
17︓00まで

⾯接選考 次スライド参照

採⽤発表 9⽉15⽇（⽕）13時

採⽤説明会 9⽉17⽇（⽊）18時
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７．今後のスケジュール



内 容 ⽇ 時
募集要項・願書を
HPからダウンロード

HPに掲載されています。

出願期間 4⽉18⽇（⽊）〜4⽉26⽇（⾦）
17︓00まで

⾯接選考 次スライド参照

採⽤発表 6⽉12⽇（⽔）13時（予定）

採⽤説明会 6⽉12⽇（⽔）18時（予定）
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７．今後のスケジュール

願書を提出したキャンパスにて⾯接
となります︕
それを踏まえたうえで提出してください
また今後の相談含め全て、願書
出願キャンパスにてお願いします︕
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8．⾯接について
【対 象】 出願した全団体実施

【留意事項】 ⾯接前に出願内容の確認を⾏うことがあります。

【出 席 者】 ＜代表／会計／プロジェクト責任者＞のうち、

【説明内容】 出願したプロジェクトの内容を説明してください。

【説明資料】 持ち込み可能な⾯接官への説明⽤資料

原則として複数名で出席してください。

★ Ａ４サイズで最⼤６枚
⇒ PDF形式



８．⾯接について
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⾯接⽇程 時間帯 会場

2020年8月２７日（木） 15：00～20：00 ⾐笠
2020年8月２７日（木） 15：00～20：00 BKC
2020年8月２８日（金） 15：00～20：00 BKC
2020年8月２７日（木） 15：00～20：00 OIC



８．⾯接について
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⾯接⽇程 時間帯 会場

2020年8月２７日（木） 15：00～20：00 ⾐笠
2020年8月２７日（木） 15：00～20：00 BKC
2020年8月２８日（金） 15：00～20：00 BKC
2020年8月２７日（木） 15：00～20：00 OIC

オンライン（Skype for 
Business)にて実施します。

原則として出席希望キャンパ
スの⾯接時間は、どの時間帯
でも参加できるよう予定を
あけておいてください（授業は
除く）。
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採⽤結果はＨＰにのみ掲載します︕
採⽤されたことを知らない団体もあります。
必ず確認の上、オンラインでの採⽤説明会に
参加してください。

【 採⽤発表 】 ９⽉１５⽇（⽕）13時
【採⽤説明会】９⽉１７⽇（⽊）1８時

９．採⽤結果発表について
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10．【採⽤後】⼿続きについて
採否通知について

採⽤説明会で配布します。助成⾦の受給を証明する重要な書類です。
絶対になくすことのないよう厳重に保管してください。

出⾦⼿続書類最終提出締切⽇
採⽤通知の受取後１週間を⽬処に提出することを原則とします。期⽇までの
提出が難しい場合等は個別にご相談ください。

出⾦⼿続後について
窓⼝⼿続き後、約1ヶ⽉を⽬安に団体の指定⼝座へ⼊⾦されます。助成⾦
を指導者謝礼に充当する場合、その必要謝礼額を助成⾦額から差し引いた
⾦額で⼊⾦します。ご注意ください。
※ 詳細は、９月１７日（木）の採用説明会でお伝えします。
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対象団体、助成⾦額、出願期間、
選考⽅法、助成団体の義務など

詳細を募集要項で確認
してください︕

11．最後に



募集要項・出願書類は、「⽴命館⼤学
奨学⾦・助成⾦制度 ＨＰ」 へアクセス︕
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11．最後に
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HPに募集要項、申込フォームが掲載されています。
申込は各団体1度だけです。必ず申込フォーム（下
書⽤）に下書きの上、申込フォームに⼊⼒してくだ
さい。また下書きは各団体で⼤切に保管ください。

11．最後に
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11．最後に

詳細は「⽴命館⼤学 奨学⾦・助成⾦制度ＨＰ」
へアクセス︕
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11．最後に

何か質問があれば、下記アドレスにお問合せください。

【 質問／出願メールアドレス 】

（体育会） bkcsport@st.ritsumei.ac.jp

（体育会以外）bungei@st.ritsumei.ac.jp


